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工事事故「０」を目指して

【令和５年１月26日事故発生】

脚立を使用した街路樹の剪定作業中に転落事故が発生

事故概要
・脚立を使用した高木剪定作業中、高さ1.5m付近で
幹を掴み剪定作業をしようとしたところ、掴んだ幹が
腐っており、幹が折れてバランスを崩し、脚立から転
落し右大腿骨転子部を骨折した。

事故原因
原因① 剪定作業において、作業前に枯枝等の状況を確認せず見落としてしまった。
原因② 作業中に自分の体を安定させるために左手を脚立から離し、脚立からやや離れた

幹を掴んだ無理な体勢で剪定作業を行おうとした。
原因③ 高さ２m以下の剪定作業時においての危険予知の周知徹底、現場での確認の

体制が不十分であった。

今回は、1月に発生した緑花木管理業務委託の街路樹剪定作業中に発生した転落事故の紹介です。
最近梯子等からの落下事故が頻発しており、この事故は重傷につながる可能性が高いことから、
十分な注意が必要です。
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再発防止策① 作業前の樹木の状態確認

再発防止策

樹木の状況（枯・腐り等）を
目視で確認

必要に応じて打木調査を行い
音を確認

枯損が確認された場合は作業前
に取り除く

目視確認 打木調査 枯損木の撤去

再発防止策② 剪定作業時の安全対策

再発防止策③ ２m以下の低所における選定作業時の危機意識の向上、
チェックリストによる確認

・高所、低所にかかわらず脚
立を使用する際の危険を理解
し、適切に脚立を使用するよ
うＫＹ活動で周知徹底する。

・樹木剪定時のハザードマッ
プを掲示し、安全意識の向上
に努める。

・剪定時チェックリスト(表-
1)を作成し、作業前の樹木の
状態の確認や作業中の脚立の
適切な使用が行われているか
などの確認をする。

保護帽をつける

・脚立を正しい角度で安定するよう
に立てる。

・作業に移る前にぐらつきや沈み込
み等を確認する。

・開脚防止チェーンを使用する。

開脚防止チェーン

・脚立上では無理な体勢や動作を
行わない。

・安全な体勢がとれない場合は、
脚立の支持をしてもらう、安全帯
を使用する、脚立の周辺にマット
を置き転落時の衝撃を軽減する等、
状況に適した対策をとる。

脚立の支持

ハザードマップ

チェックリスト


